
令和４年度 小笠原学習 全体計画 

小笠原村立小笠原中学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育てたい生徒  

「グローバルな視点で物事を考え、行動できる生徒」 

・物事を客観的な資料等に基づいて多様な視点から考え、自信をもって自ら意見

や主張を発表できる生徒 

・自らを冷静に見つめ、人の気もちや立場を深く考えながら、公正な判断に基づ

いて行動できる生徒 

・自らの力をよりよく伸ばそうとする向上心をもち、その力を進んで地域や社会

のために役立てようとする生徒 

「小笠原学習」の目標  

世界遺産小笠原の環境・伝統・文化を理解し、受け継ぎ、よりよい未来をつく

ろうとする気もちを育む。 

（1） 世界遺産小笠原の貴重な生態系等の環境を理解し、未来に維持・発展しよう

とする教育 

（2） 開拓当時より支え合ってきた、小笠原の伝統・文化の価値を理解し、誇りに

思い、後世に伝えようとする活動 

（3） 他地域の伝統や文化を理解し尊重するとともに、お互いに文化交流する活動 

推進体制 

・校長の方針のもと、小笠原学習担当教諭を中心に指導体制を整え、全教師が協力

し、計画的に取り組む。 

・小笠原学習の小中連携活動の重点を定め、異学年交流活動を推進していく。 

学校の重点目標 

・小笠原学習の学習過程について主体的・対話的で深い学びの視点で改善を図る。

特に、生徒にとって主体的な学びになるようにしていく。 

小中連携活動の重点 地域・家庭との協働活動の重点 

・異学年間で上級生が下級生に小笠原の環境・伝統・

文化について伝える活動を充実させていく。また、

下級生から上級生に感謝の気もちなどを伝える活動

についても充実させていく。 

・地域や家庭と協働し、世界遺産小笠原の環境・伝統・

文化について学び機会を設定していく。また、その学

び機会がどのようなものがあるか小笠原学習担当教

諭のもと、一覧化を進めていく（地域の教育資源の調

査・活用）。 

地域の願い 
 小笠原村においては、15歳

から 20 歳までの人口割合が

少なく、今後、世界遺産小笠

原の環境・伝統・文化の価値

を理解し、後世に伝える担い

手を育てていく必要がある。 

第４次小笠原村総合計画 

これまで継承されてきた貴

重な文化・環境の価値を村民

が理解し発信することで、後

世へと引き継ぐとともに、文

化活動を通して地域のつなが

りを深めていく。 

学校教育目標 

・よく学び、考え、行動する人 

・やさしくたくましい人 

・社会の一員として貢献できる人 



令和４年度 小笠原学習 年間指導計画 

小笠原村立小笠原中学校 
 

 

学

年 
１学期 ２学期 ３学期 

１ ・全校吹奏楽（音楽・通年） 

・小笠原中学校校歌（音楽） 

・小笠原の農業（技術） 

・小笠原の植物(理科) 

・母島移動教室(総合的な学習の時

間) 

・全校吹奏楽（音楽・通年） 

・小笠原中学校校歌（音楽） 

・私の好きな風景（美術） 

・わが町観光プラン（英語） 

・夜明山戦跡調査(総合的な学習

の時間) 

・硫黄島に関する学習(総合的な

学習の時間) 

・全校吹奏楽（音楽・通

年） 

・小笠原中学校校歌（音

楽） 

 

２ ・小中高連合運動会(保健体育) 

・外来種駆除活動（総合的な学習の

時間） 

・小笠原の郷土料理（家庭科） 

・海洋センターボランティア(総合

的な学習の時間） 

・小笠原の動物（理科） 

・小中高連合運動会(保健体育) 

・海洋センターボランティア

(総合的な学習の時間） 

・硫黄島訪島に向けた歌唱「故郷

の廃家」（音楽） 

・小笠原の自然災害への備え（家

庭科） 

・職場体験学習（総合的な学習の

時間） 

・小中高連合運動会(保健体

育) 

・海洋センターボランティ

ア(総合的な学習の時間） 

・環境問題（英語） 

・子供と高齢者が住まう小

笠原（家庭科） 

・保育実習（家庭科） 

３ ・小笠原村ロードレース大会 

(保健体育) 

・卒業式歌「あおぞらに」（音楽） 

・郷土の音楽・小笠原古謡（音楽） 

・郷土講座（総合的な学習の時間） 

・小笠原村ロードレース大会 

(保健体育) 

・卒業式歌「あおぞらに」（音楽） 

・郷土講座（総合的な学習の時

間） 

・小笠原村ロードレース大

会 

(保健体育) 

・卒業式歌「あおぞらに」（音

楽） 

 


